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(新済会)

　
補
助
金
は
、
交
付
金
・
助

成
金
と
異
な
り
、
法
律
に
基

づ
い
た
交
付
で
は
な
く
、
都

度
政
策
上
の
意
図
に
よ
り
交

付
で
き
る
。
令
和
２
年
度
予

算
の
補
助
金
は
、
仕
組
み
の

変
更
等
を
除
き
、
前
年
比
約

３
％
ダ
ウ
ン
の
３
億
１
８
５

万
４
千
円
で
あ
る
。

　
　
以
下
の
４
項
目
に
つ
い

て
増
減
の
理
由
。

①
文
化
協
会
：
２
９
６
万
８

　
千
円
25
％
ア
ッ
プ

②
社
会
福
祉
協
議
会
：
３
５

　
４
０
万
５
千
円
18
％
ダ
ウ
ン

③
阿
久
比
町
観
光
協
会
：
２

　
０
０
万
円
49
％
ア
ッ
プ

④
菊
花
展
：
２
５
０
万
円
27

　
％
ダ
ウ
ン

　
　①　

　

愛
知
県
文
化
協
会
連

合
会
45
周
年
記
念
知
多
部
芸

能
大
会
を
開
催
す
る
た
め
の

事
業
費
60
万
円
を
上
乗
せ
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

②　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
た

こ
と
等
に
よ
る
人
件
費
の
組

み
替
え
が
主
な
要
因
。

③　
　

町
か
ら
事
務
局
を
外

部
に
移
し
事
務
員
の
人
件
費

が
増
額
の
要
因
。

④　
　

他
の
補
助
団
体
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
補
助
金
の

減
額
に
い
た
っ
た
。

　
　
補
助
金
の
分
配
は
、
ど

の
よ
う
な
客
観
的
な
仕
組
み

が
あ
る
か
。

　
　
　
　

補
助
金
は
様
々
な

目
的
や
性
質
が
あ
り
一
律
の

基
準
で
交
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　

予
算
は
繰
越
額
、食
糧
費

等
に
安
易
に
支
出
さ
れ
て
い

な
い
か
、無
駄
な
支
出
が
な

い
か
等
を
査
定
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
阿
久
比
町
観
光

協
会
に
、
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
い
、
ど
の
よ
う
な
期
待

を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

町・商
工
会・Ｊ
Ａ

な
ど
と
協
力
し
て「
観
光
事

業
や
地
域
の
振
興
」
及
び

「
地
域
経
済
の
発
展
」に
寄

与
し
、会
員
の
自
発
的
な
団

体
活
動
に
よ
り「
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
」を
期
待
し

て
い
る
。

　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
戦
う
中
、
１
次
補
正

予
算
と
合
わ
せ
て
２
３
０
兆

円
の
補
正
予
算
を
組
み
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
の
支
援
策
を

実
行
し
て
い
る
。
特
に
そ
の

中
で
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
１
次
と
合
わ
せ
て
３
兆

円
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　
　
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
に
つ
い
て
、
予
定
分
も

含
め
申
請
予
算
・
実
行
内
容
。

　
　
　
　

児
童
生
徒
や
ひ
と

り
親
等
世
帯
の
支
援
、
上
水

道
基
本
料
金
や
給
食
費
の
免

除
、
学
校
等
の
熱
中
症
対
策
、

休
業
要
請
事
業
者
へ
の
協
力

金
、
ク
ー
ポ
ン
商
品
券
の
配

布
な
ど
を
実
施
し
、
総
額
見

込
み
で
は
約
２
億
４
千
万
円
。

　

今
後
主
に
新
し
い
生
活
様

式
に
対
応
す
る
為
の
対
策
を

実
施
す
る
。

　
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
視
点

か
ら
本
町
の
指
標
は
、
ど
う

示
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

阿
久
比
町
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
で
は
、内
外
の
情
報
も

増
え
、各
地
の
事
例
や
対
応

の
経
験
も
蓄
積
さ
れ
、少
し

ず
つ
指
標
化
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、厚
生
労
働
省
や

愛
知
県
の
定
め
た
指
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
対
応

策
を
実
施
す
る
中
で
、町
と

し
て
更
に
指
標
化
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
感
染
第
２
波
の
中
、
学

校
が
再
開
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
感

染
に
ま
つ
わ
る
誹
謗
・
中
傷

は
い
じ
め
の
ネ
タ
に
さ
れ
や

す
い
。
教
育
現
場
で
の
対
応
。

　
　
　
　
　
　

偏
見
や
差
別

に
つ
な
が
る
よ
う
な
行
為
、

不
確
か
な
情
報
を
も
と
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
偏
見
や
差
別
に

つ
な
が
る
行
為
は
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
旨
を
指
導
し

て
い
る
。

　

ま
た
保
護
者
に
も
、誰
に

で
も
か
か
り
得
る
感
染
症
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
冷
静
な
対

応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

機
会
の
あ
る
ご
と
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
近
年

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
も
多

く
、
各
地
域
に
お
い
て
生
活

様
式
が
変
化
し
て
き
て
い
る

中
、
町
政
の
情
報
発
信
が
、

今
ま
で
の
ツ
ー
ル
だ
け
で
は
、

十
分
機
能
し
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
。

　
　
ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
で
、

ど
の
よ
う
な
発
信
が
さ
れ
て

い
る
か
。

　
　
　
　

情
報
を
発
信
す
る

手
段
と
し
て
、広
報
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、防
災
行
政
無
線
、報

道
機
関
の
発
表
な
ど
が
上
げ

ら
れ
る
。有
効
な
手
段
を
選

択
し
、多
く
の
人
に
必
要
な

情
報
が
伝
わ
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

　
　
防
災
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
、
各
地
区
の
情
報

ツ
ー
ル
が
、
ど
の
よ
う
に
変

更
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
災

害
避
難
所
の
防
災
情
報
網
に

も
大
き
な
変
化
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

新
た
な
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
、防
災
ア
プ
リ

を
導
入
し
緊
急
情
報
等
を
配

信
す
る
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
被
害
状

況
や
避
難
所
収
容
人
数
等
の

双
方
向
の
情
報
伝
達
に
つ
い

て
、調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

　
　
今
後
導
入
し
た
い
情
報

発
信
ツ
ー
ル
は
あ
る
か
。
ま

た
、
そ
の
利
用
方
法
。

　
　
　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
導
入
に

向
け
検
討
を
進
め
、年
内
に

運
用
開
始
を
す
る
。情
報
を

伝
え
る
手
段
を
増
や
す
た
め
、

今
後
も
調
査
研
究
を
続
け
る
。

町
政
の
情
報
発
信

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
促
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
を

急
ぐ

問

問
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教教民民建建建建
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問答

総総
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令和２年度予算の各種補助金
一律の基準で交付していない

教
育
長
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